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は
じ
め
に 

 
 

私
は
か
つ
て
、
徳
富
蘇
峰
と
北
村
透
谷
と
、
そ
の
初
期
、
多
く
の
類
同
す
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
事
に
つ
い
て
小
考
し
た（

１
）

。
別
界
の
人
と
思
わ
れ
た
二
人
に
、
蘇

峰
の
先
行
、
透
谷
の
後
追
い
、
文
学
に
思
想
に
多
々
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し

か
し
、
中
、
後
期
、
二
人
は
大
き
く
別
れ
る
。
本
考
は
そ
の
追
記
で
あ
る
。 

 

ま
ず
は
、
蘇
峰
の
中
・
後
期
の
変
容
と
そ
の
後
景
に
つ
い
て
、
次
い
で
北
村
透

谷
の
後
期
、
自
死
に
到
る
道
行
き
と
動
向
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、

蘇
峰
の
変
容
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、
触
れ
て
み
た
い
。 

 

蘇
峰
の
変
化
は
そ
の
生
活
や
思
想
動
態
の
全
容
に
か
か
わ
る
、
私
は
「
変
化
」

だ
け
で
な
く
、
「
変
容
」
と
も
記
し
て
み
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
透
谷
の
自
死
は
、

一
つ
の
喪
失
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
「
夭
逝
」
と
記
す
。 

  
 
 

一
、
徳
富
蘇
峰
の
変
容
と
そ
の
後
背 

 
 蘇

峰
の
変
容
か
ら
記
す
。
若
き
日
、
蘇
峰
は
『
将
来
之
日
本
』
（
明
１
９
・
１

０ 

経
済
雑
誌
社
）
、
『
新
日
本
之
青
年
』
（
明
２
０
・
４ 

集
成
社
）
を
出

梓
、
更
に
は
『
国
民
之
友
』
（
明
２
０
・
２
）
、
『
国
民
新
聞
』
（
明
２
３
・

２
）
を
発
刊
、
平
民
主
義
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
に
よ
る
自
由
貿
易
主
義
、
民
権

運
動
、
美
や
個
の
自
立
を
論
じ
た
文
学
論
や
教
育
論
な
ど
な
ど
鮮
烈
な
近
代
開
示

の
論
を
展
開
、
優
れ
た
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
近
代
初
期
の
日
本
を
領

導
し
た
。 

 

し
か
し
、
明
治
二
十
七
八
年
の
日
清
戦
争
と
そ
の
後
の
三
国
干
渉
の
中
、
そ
の

論
調
や
生
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
化
、
変
容
し
て
い
く
。
加
え
て
、
そ
の
変
化
の

後
背
に
横
井
小
楠
、
勝
海
舟
、
吉
田
松
陰
等
の
影
響
が
あ
っ
た
気
配
が
す
る
。
そ

れ
ら
を
追
う
。
そ
の
動
き
は
た
だ
に
蘇
峰
の
変
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
近
代
化

の
変
質
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

以
下
、
そ
れ
ら
の
変
化
と
そ
の
後
背
に
つ
い
て
、
順
次
追
っ
て
い
き
た
い
。 

 

（
１
）
、
二
つ
の
変
容―

近
代
化
（
西
洋
化
）
と
の
別
れ
ー 

 

前
記
の
よ
う
に
、
日
清
戦
争
、
下
関
条
約
、
三
国
干
渉
後
の
蘇
峰
の
変
化
と
そ

の
後
の
日
本
国
体
に
か
か
わ
る
変
容
に
つ
い
て
辿
る
。
大
き
く
二
つ
の
蘇
峰
の
変

化
を
記
す
が
、
最
終
的
に
は
一
つ
に
集
約
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

三
国
干
渉
後
の
変
化
に
つ
い
て
、
蘇
峰
の
証
言
を
二
つ
記
す
。
一
つ
は
『
時
務

一
家
言
』
（
大
２
・
１
２ 

民
友
社
）
に
お
け
る
「
緒
言
」
と
そ
の
論
要
に
つ
い

て
。
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 

「
予
は
二
十
八
年
春
遼
東
半
島
に
赴
き
、
我
か
馬
関
条
約
に
よ
り
て
割
譲
せ
ら

徳
富
蘇
峰
と
北
村
透
谷

― 

変
容
と
夭
逝
の
道
程 

―
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れ
た
る
地
域
を
踏
査
し
、
以
て
将
来
大
陸
発
展
の
経
綸
を
立
て
ん
こ
と
を
企
て
た

り
。
行
程
一
週
旅
順
に
帰
著
す
る
や
、
意
外
に
も
遼
東
還
付
の
事
を
聞
け
り
、
大

事
去
矣
、
予
は
直
ち
に
趾
の
塵
を
払
ひ
旅
順
を
去
れ
り
。
」
と
記
し
、
「
去
る
に

臨
み
、
旅
順
湾
頭
よ
り
一
攝
の
砂
石
を
手
巾
に
包
み
、
齎
ら
し
還
り
て
曰
く
、
是

我
が
領
土
の
一
片
也
と
。
此
の
如
く
し
て
此
の
砂
石
は
、
今
尚
ほ
書
斎
の
一
隅
に

保
存
し
つ
ゝ
あ
る
也
。
」 

 

こ
の
一
節
、
三
国
干
渉
に
よ
り
割
譲
予
定
の
遼
東
半
島
を
失
っ
た
無
念
、
そ
の

直
前
、
「
大
陸
発
展
の
経
綸
を
立
て
ん
」
と
企
て
て
い
た
こ
と
、
「
一
攝
の
砂
石

を
手
巾
に
包
み
」
、
「
大
事
去
矣
」
と
蘇
峰
の
生
涯
を
変
え
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。 

 
 

 

次
い
で
蘇
峰
は
「
吾
人
を
し
て
言
は
し
む
れ
ば
、
民
族
的
醒
覚
は
力
也
、
民
族

的
活
動
は
力
也
。
」
と
思
念
、
そ
の
力
を
発
揮
す
る
た
め
、
「
我
国
に
帝
国
主

義
、
平
民
主
義
、
社
会
主
義
の
、
一
貫
し
た
る 

皇
室
中
心
主
義
の
下
に
行
は
れ

さ
る
可
ら
す
、
又
た
行
は
さ
る
可
かマ

マ

ら
さ
る
を
説
け
り
。
」
と
論
を
強
め
る
。

変
わ
り
ゆ
く
蘇
峰
の
提
示
で
あ
る
。 

 

蘇
峰
は
続
け
て
、
『
大
正
の
青
年
と
帝
国
の
前
途
』
（
大
５
・
１
１ 

民
友

社
）
に
お
い
て
、
更
に
大
き
く
自
己
の
変
化
を
提
要
す
る
。 

「
本
書
は
実
に
、
明
治
十
九
年
の
秋
出
版
し
た
る
『
将
来
之
日
本
』
、
及
ひ
十

八
年
の
夏
著
述
し
、
二
十
年
の
春
、
巻
頭
の
一
章
を
加
へ
て
、
出
版
し
た
る
『
新

日
本
之
青
年
』
を
、
根
本
的
に
改
作
し
た
る
も
の
也
。
」
、
「
予
は
両
書
の
出
版

以
来
、
之
を
訂
正
す
る
の
必
要
を
感
し
た
る
一
再
な
ら
す
。
特
に
明
治
二
十
七
八

年
役
前
後
に
於
て
、
予
の
政
治
上
、
社
会
上
に
於
け
る
意
見
は
、
多
大
の
変
化―

予
の
眼
中
よ
り
す
れ
は
進
化―

を
来
た
し
、
切
に
其
の
必
要
を
感
し
た
」
と
記

し
、
次
の
よ
う
に
そ
の
内
容
の
根
幹
に
つ
い
て
、
繰
り
返
し
主
張
す
る
。 

「
（
前
略
）
平
民
主
義
、
国
民
主
義
、
国
家
社
会
主
義
を
貫
串
し
た
る
皇
室
中

心
主
義
也
。
君
民
徳
を
一
に
し
、
挙
国
一
致
的
の
帝
国
主
義
也
。
即
ち
内
に
平
民

主
義
を
行
ひ
、
外
に
帝
国
主
義
を
行
ひ
、
而
し
て
皇
室
中
心
主
義
を
以
て
、
両
者

を
一
貫
、
統
制
す
る
也
。
」 

 

蘇
峰
は
こ
の
「
皇
室
中
心
主
義
」
を
自
ら
の
国
家
、
国
体
論
の
中
核
に
据
え
、

以
降
、
日
中
戦
争
、
大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）
時
、
強
く
論
じ
、
そ
れ
は
戦

後
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、
蘇
峰
は
、
若
き
日
に
主
張
し
た
平
民
主
義
、

国
民
主
義
、
社
会
主
義
等
を
列
記
、
そ
れ
ら
を
「
貫
串
」
す
る
も
の
と
し
て
「
皇

室
中
心
主
義
」
を
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
ゆ
っ
く
り
と
そ
れ
ら
の
前
掲
し
た
主

義
は
、
そ
の
論
理
の
中
か
ら
姿
を
消
し
て
行
く
。
二
つ
目
の
変
容
で
あ
る
。 

 

変
化
、
変
容
し
て
ゆ
く
論
容
を
今
少
し
辿
る
。
こ
れ
ら
の
論
理
を
整
序
し
て
提

示
し
た
の
は
、
『
国
民
小
訓
』
（
大
１
４
・
２ 

民
友
社
）
で
、
皇
室
を
中
心
と

す
る
国
体
を
論
じ
、
国
民
国
体
一
致
の
大
義
を
世
界
に
布
く
こ
と
を
提
要
、
そ
の

も
と
、
『
昭
和
一
新
論
』
（
昭
２
・
２ 

民
友
社
）
、
『
日
本
帝
国
の
一
転
機
』

（
昭
⒋
・
９ 

民
友
社
）
な
ど
な
ど
皇
室
中
心
の
論
理
の
整
斉
を
試
み
て
い
る
。

国
家
国
体
へ
の
国
民
一
致
を
説
く
。
「
明
治
維
新
」
に
対
す
る
「
昭
和
一
新
」
の

提
要
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
ま
だ
、
初
期
の
平
民
主
義
、
自
由
主
義
と
の
全
体

的
な
決
別
は
な
い
。
過
渡
的
な
整
序
と
し
て
次
の
よ
う
な
弁
疏
が
『
昭
和
一
新

論
』
の
後
期
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  

「
記
者
は
決
し
て
所
謂
る
マ
ン
チ
ヱ
ス
タ
ー
派
の
放
任
主
義
、
否
干
渉
主

義
、
個
人
競
争
一
任
主
義
の
随
喜
者
で
は
な
い
。
さ
れ
ど
人
は
信
念
の
上
に
立
た

ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
信
念
は
、
我
が
自
得
に
基
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
是
れ
記
者
が

我
が
自
由
主
義
に
惓
々
た
る
所
以
。
而
し
て
此
の
如
く
、
自
由
主
義
に
よ
り
て
個

性
を
築
き
成
し
た
る
人
に
し
て
、
始
め
て
能
く
奉
仕
的
生
活
の
門
に
入
る
を
得
可

− 2 −− 3 −

徳富蘇峰と北村透谷



 

き
も
の
と
思
ふ
。
」 

 
次
の
よ
う
に
続
け
て
も
い
る
。 

「
若
し
或
は
自
由
主
義
を
以
て
、
縦
恣
者
、
放
蕩
者
、
無
責
任
者
、
無
節
制
者

の
為
め
に
口
を
藉
す
あ
ら
ば
、
是
れ
実
に
自
由
主
義
の
罪
人
で
あ
る
。
大
な
る
自

由
に
は
、
大
な
る
節
制
と
大
な
る
責
任
と
かマ

マ

、
必
ず
伴
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ

が
伴
は
ざ
る
自
由
は
自
由
で
な
い
。
江
湖
同
憂
の
士
は
、
必
ず
能
く
記
者
の
所
志

を
諒
と
す
る
あ
ら
む
。
」 

 

自
由
主
義
を
認
容
し
つ
つ
、
制
約
を
つ
け
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
日
中
戦
争
に
突
入
、
当
代
に
出
梓
し
た
『
戦
時
慨
言
』
（
昭
１
２
・

１
０ 

民
友
社
）
な
ど
で
は
、
国
民
の
国
家
や
国
体
へ
の
奉
仕
を
説
く
中
、
自
由

主
義
、
平
民
主
義
は
姿
を
消
し
て
ゆ
く
。 

 

そ
し
て
、
大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）
前
夜
の
『
昭
和
国
民
読
本
』
（
昭
１

４
・
２ 

東
京
日
日
新
聞
社 

大
阪
毎
日
新
聞
社
）
、
更
に
は
戦
中
、
『
必
勝
国

民
読
本
』
（
昭
１
９
・
２ 

毎
日
新
聞
社
）
な
ど
で
は
、
は
っ
き
り
、
『
国
民
之

友
』
時
代
の
論
旨
を
改
め
、
国
家
、
国
体
中
心
の
論
に
な
っ
て
い
く
。
後
者
か

ら
、
象
徴
的
な
一
節
を
引
く
。 

 

蘇
峰
は
こ
の
戦
い
を
「
自
衛
自
存
」
の
た
め
の
戦
い
、
「
大
東
亜
解
放
」
の
た

め
の
戦
い
、
「
世
界
新
秩
序
建
設
」
の
た
め
の
戦
い
と
し
て
、
「
其
の
根
本
は
我

が
皇
国
の
生
命
を
保
全
す
る
が
為
め
に
始
ま
り
、
世
界
を
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン

人
の
暴
戻
抑
圧
よ
り
脱
却
せ
し
む
る
を
以
て
終
り
と
す
る
。
」
と
記
し
、
西
洋
抑

圧
か
ら
東
亜
の
解
放
を
志
す
正
義
の
戦
い
と
称
揚
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。 

 

「
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
的
の
思
想
は
功
利
的
個
人
主
義
で
あ
る
。
進
化
論
の

法
式
を
人
類
生
活
の
上
に
実
施
す
る
が
自
由
主
義
で
あ
る
。
即
ち
自
由
は
競
争
を

意
味
し
、
競
争
は
闘
争
を
意
味
し
、
闘
争
は
優
勝
劣
敗
を
意
味
す
。
斯
の
如
く
に

し
て
弱
肉
強
食
は
自
由
主
義
の
極
楽
で
も
あ
れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
天
国
で
も

あ
る
。
然
る
に
我
が
東
亜
は
人
類
相
愛
、
社
会
相
親
、
万
邦
協
和
を
以
て
根
本
主

義
と
し
て
ゐ
る
。
即
ち
自
由
の
代
り
に
協
同
を
意
味
し
、
競
争
の
代
り
に
互
助
を

意
味
し
、
戦
闘
の
代
り
に
平
和
を
意
味
す
る
。
其
の
結
果
は
即
ち
共
存
同
栄
、
所

謂
る
『
己
れ
達
せ
ん
と
欲
せ
ば
人
を
達
せ
し
め
、
己
れ
立
た
ん
と
欲
せ
ば
人
を
立

た
し
む
。
』
は
我
が
東
洋
思
想
の
根
柢
で
あ
る
。
」 

 

米
英
な
ど
「
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
」
を
自
由
主
義
、
進
化
論
の
競
争
と
闘
争

社
会
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
と
規
定
、
対
し
て
「
東
亜
」
の
世
界
は
人
類
相
愛
、

万
邦
協
和
の
平
和
社
会
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
自
由
主
義
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対

し
て
、
国
家
主
義
、
協
同
主
義
、
帝
国
主
義
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。 

 

改
め
て
、
『
将
来
之
日
本
』
、
『
新
日
本
之
青
年
』
の
刊
行
時
の
蘇
峰
開
示
の

所
に
帰
っ
て
み
よ
う
、
蘇
峰
自
身
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。 

 

「
こ
れ
に
は
予
の
当
時
有
す
る
総
て
の
思
想
、
一
切
の
知
識
、
凡
有
る
学
問
を

傾
倒
し
尽
さ
ん
と
企
て
た
ば
か
り
な
く
、
そ
の
覚
悟
で
始
め
、
又
た
そ
の
覚
悟
で

終
つ
た
も
の
で
あ
る
。
予
は
当
時
専
ら
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
説
や
、
ミ
ル
の
功
利

説
や
、
抑
々
又
た
コ
ブ
デ
ン
、
ブ
ラ
イ
ト
等
の
マ
ン
チ
ヱ
ス
タ
ー
派
の
非
干
渉
主

義
や
、
自
由
放
任
主
義
や
、
若
く
は
横
井
小
楠
の
世
界
平
和
思
想
や
、
そ
れ
等
の

も
の
に
依
つ
て
、
予
一
個
の
見
識
を
打
ち
建
て
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。
」
（
『
蘇

峯
自
伝
』
昭
１
０
・
９ 

中
央
公
論
社
） 

 
同
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
戦
争
反
対
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
も
記
し
て
い
る
。 

 

「
予
は
民
権
論
者
で
は
あ
つ
た
が
、
武
力
主
義
者
に
は
飽
迄
反
対
し
た
。
当
時

予
は
民
権
の
敵
は
武
力
で
あ
る
と
考
へ
、
戦
争
は
武
人
跋
扈
の
原
因
を
な
す
も
の

と
考
へ
た
か
ら
、
何
処
迄
も
戦
争
に
は
反
対
し
た
。
予
の
本
旨
は
一
言
し
て
云
へ

ば
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
あ
り
、
所
謂
る
コ
ブ
デ
ン
、
ブ
ラ
イ
ト
、
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グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
な
ど
の
論
で
あ
つ
た
。
ル
ッ
ソ
ー
の
『
民
約
論
』
を
看
板
と
し

て
、
武
断
主
義
を
行
は
ん
と
す
る
が
如
き
相
愛
社
流
と
は
、
根
本
に
於
て
そ
の
趣

を
異
に
し
た
。
」
（
『
蘇
峯
自
伝
』
） 

 

「
進
化
論
」
、
「
自
由
放
任
主
義
」
、
「
平
和
思
想
」
、
「
民
約
論
」
、
ま
さ

し
く
、
『
必
勝
国
民
読
本
』
で
蘇
峰
の
記
し
た
「
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
」
思
想

の
直
流
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
蘇
峰
の
「
国
家
主
義
」
、
「
皇
室
中
心
主

義
」
は
、
こ
れ
ら
若
き
日
の
蘇
峰
自
身
と
も
対
峙
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

少
し
性
急
に
、
し
か
し
、
象
徴
的
に
記
す
な
ら
ば
、
明
治
初
頭
か
ら
中
葉
に
か

け
て
、
日
本
近
代
化
の
指
針
は
西
洋
化
に
あ
っ
た
。
蘇
峰
初
期
の
論
要
も
そ
の
直

流
に
あ
っ
た
。
対
し
て
、
中
、
後
期
の
、
国
家
、
国
体
主
義
、
皇
室
中
心
主
義
へ

の
変
容
は
、
そ
の
反
転
に
あ
る
。
近
代
化(
西
洋
化)

の
道
程
と
の
別
れ
、
そ
れ

は
、
蘇
峰
の
み
な
ら
ず
、
近
代
日
本
の
変
容
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。 

 

（
２
）
、
蘇
峰
変
容
の
後
背
の
一
景 

 

蘇
峰
は
そ
の
変
容
の
一
因
を
日
清
戦
争
後
の
三
国
干
渉
、
遼
東
還
付
に
あ
っ
た

と
言
う
。
以
降
、
前
記
の
よ
う
に
若
き
日
の
著
作
等
の
改
廃
を
提
示
し
て
い
る
。

還
付
の
時
、
蘇
峰
は
「
将
来
大
陸
発
展
の
経
綸
を
立
て
ん
こ
と
を
企
て
」
て
い

て
、
「
大
事
去
矣
」
と
嘆
じ
て
い
る
。 

 

な
ぜ
に
蘇
峰
は
か
く
も
簡
易
に
こ
の
変
容
を
自
ら
に
許
し
た
の
か
。
あ
る
い
は

そ
れ
を
行
っ
て
蘇
峰
は
動
ず
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
の
こ
と

に
か
か
わ
り
、
私
は
二
つ
の
こ
と
を
思
う
。
そ
の
変
容
の
内
的
な
後
背
の
一
因

に
、
蘇
峰
若
き
日
か
ら
崇
拝
し
て
き
た
横
井
小
楠
、
勝
海
舟
の
影
響
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
小
考
。
そ
の
道
程
に
つ
い
て
別
稿
を
企
図
し
て
い
る
。
論
の
重
な
り

に
な
る
の
で
、
今
は
一
例
の
み
例
証
と
し
て
記
す
。 

 

「
そ
れ
で
勝
先
生
が
私
に
い
は
れ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
横
井
に
物
を
聞
い
て
や

れ
ば
、
返
事
は
、
『
只
今
私
が
考
へ
た
所
は
此
の
通
り
で
あ
る
が
、
明
日
に
な
れ

ば
又
ど
う
な
る
か
判
ら
な
い
。
』
勝
先
生
が
感
心
し
て
ゐ
る
所
は
、
今
日
の
場
合

で
は
之
で
あ
る
と
、
今
日
と
い
ふ
其
の
時
間
に
ち
や
ん
と
制
限
を
つ
け
る
所
が
横

井
先
生
の
偉
い
所
で
あ
る
。
普
通
の
人
な
ら
之
で
や
り
抜
く
と
い
ふ
事
が
あ
る
。

無
理
を
す
る
が
、
先
生
に
は
決
し
て
そ
れ
が
な
い
。
」
（
「
維
新
の
大
業
と
横
井

小
楠
」<

『
時
勢
と
人
物
』
昭
４
・
１
０ 

民
友
社>

） 

 

小
楠
は
「
只
今
」
、
「
今
日
」
の
制
限
を
つ
け
、
そ
の
後
の
状
況
に
よ
り
随
時

そ
れ
に
応
じ
て
論
を
変
え
る
、
そ
の
こ
と
を
恥
と
し
な
い
、
海
舟
も
そ
れ
を
賞
讃

す
る
。
「
変
化
」
は
「
変
節
」
で
は
な
い
。
こ
う
い
っ
た
、
時
や
情
勢
に
応
じ
た

変
化
を
容
認
す
る
姿
形
を
小
楠
や
海
舟
に
見
る
、
そ
れ
は
蘇
峰
の
自
己
存
立
の
後

背
に
あ
っ
た
。
一
つ
の
仮
説
で
あ
る
。 

 

今
一
つ
は
、
蘇
峰
の
生
涯
の
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
、
後
背
に
あ
る
一
景
で

あ
る
。
先
に
『
時
務
一
家
言
』
の
中
、
蘇
峰
は
遼
東
半
島
割
譲
に
か
か
わ
り
前
記

の
よ
う
に
そ
の
地
を
踏
査
し
「
以
て
将
来
大
陸
発
展
の
経
綸
」
を
立
て
ん
と
し
て

い
た
こ
と
を
記
し
た
。
私
は
そ
の
「
経
綸
」
に
つ
い
て
、
そ
の
時
と
い
う
よ
り
、

蘇
峰
の
生
の
中
に
一
つ
の
下
絵
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
の
で

あ
る
。
蘇
峰
後
景
の
一
端
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
生
の
あ
り
方
と
殆
ど
同
形

の
そ
れ
を
勝
海
舟
、
吉
田
松
陰
が
提
示
し
て
い
る
。 

 

海
舟
の
言
説
か
ら
み
る
。 

 
「
兵
庫
海
軍
練
習
所
の
事
は
、
こ
れ
ま
で
世
間
に
秘
し
て
居
た
け
れ
ど
、
今
に

な
つ
て
は
、
も
は
や
公
に
し
て
も
よ
か
ろ
う
か
ら
こ
れ
を
君
に
見
せ
う
。
（
と
て

「
海
舟
秘
録
」
を
示
さ
る
。
中
に
曰
く
） 

文
久
の
初
、
攘
夷
の
論
甚
だ
盛
に
し
て
、
摂
海
守
備
の
説
、
亦
囂
々
た
り
。
予
建
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議
し
て
曰
く
、
宜
し
く
其
規
模
を
大
に
し
、
海
軍
を
拡
張
し
、
営
所
を
兵
庫
・
対

馬
に
設
け
、
其
一
を
朝
鮮
に
置
き
、
終
に
支
那
に
及
ぼ
し
、
三
国
合
従
連
衡
し
て

西
洋
諸
国
に
抗
す
べ
し
と
。
」
（
勝
海
舟
『
氷
川
清
話
』
〈
平
１
２
・
１
２ 

 
 

講
談
社
学
術
文
庫
〉
） 

 

朝
鮮
、
支
那
、
そ
し
て
西
洋
諸
国
に
及
ぶ
。
海
舟
の
構
想
で
あ
る
。
そ
し
て
、

同
様
の
展
開
を
松
陰
の
言
説
に
見
る
。
蘇
峰
言
及
の
二
例
か
ら
挙
げ
る
。
一
つ
は

『
吉
田
松
陰
』
（
明
２
６
・
１
２ 

民
友
社 

〈
昭
５
６
・
１
１ 

岩
波
文

庫
〉
）
の
中
。
蘇
峰
は
松
陰
の
攘
夷
論
に
つ
い
て
「
無
謀
の
攘
夷
論
に
非
ず
」
、

「
そ
の
立
意
誠
実
に
し
て
、
ま
た
一
種
の
経
綸
あ
り
し
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記

す
。
志
の
あ
り
所
と
し
て
少
し
長
く
引
く
。 

 

「
彼
は
神
奈
川
条
約
調
印
の
後
に
お
い
て
は
、
最
早
主
戦
論
を
擲
て
り
。
そ
の

安
政
二
年
三
月
月
性
に
与
え
た
る
書
中
の
一
節
に
、
『
魯
墨
講
和
一
定
す
、
決
然

と
し
て
我
よ
り
こ
れ
を
破
り
信
を
夷
狄
に
失
う
べ
か
ら
ず
、
但
し
章
程
を
厳
に

し
、
信
義
を
厚
う
し
、
そ
の
間
を
以
て
国
力
を
養
い
、
取
り
易
き
朝
鮮
、
満
洲
、

支
那
を
切
随
え
、
交
易
に
て
魯
墨
に
失
う
所
は
、
ま
た
土
地
に
て
鮮
満
に
て
償
う

べ
し
』
と
。
ま
た
同
年
四
月
、
来
原
良
蔵
に
与
う
る
書
に
も
い
え
り
、
『
癸
丑
、

甲
寅
は
一
大
機
会
な
り
し
に
、
乃
ち
坐
し
て
こ
れ
を
失
う
。
然
れ
ど
も
事
已
に
往

け
り
。
今
の
計
を
為
さ
ん
に
は
、
和
親
し
て
以
て
二
虜
を
制
し
、
間
に
乗
じ
て
国

を
富
ま
し
兵
を
強
く
し
、
蝦
夷
を
墾
き
満
洲
を
奪
い
、
朝
鮮
を
来
た
し
南
地
を
並

せ
、
然
る
の
ち
米
を
拉
ぎ
欧
を
折
か
ば
、
即
ち
事
克
た
ざ
る
は
無
し
、
向
の
機
を

失
い
し
は
未
だ
深
く
惜
し
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
』
と
。
」 

 

こ
の
よ
う
に
提
じ
、
次
の
よ
う
に
釈
す
る
。 

 

「
こ
こ
に
お
い
て
か
知
る
、
彼
は
既
に
主
戦
論
者
に
非
ず
し
て
和
親
論
者
と
な

り
し
を
。
た
だ
そ
の
敵
愾
の
本
領
に
至
っ
て
は
、
少
し
も
変
ず
る
こ
と
な
く
、
い

わ
ゆ
る
侵
略
主
義
を
以
て
、
国
権
を
外
に
耀
か
し
、
弱
を
撃
ち
て
強
に
及
ぶ
の
策

を
執
り
し
や
、
火
を
睹
る
よ
り
も
明
ら
け
し
。
」 

 

こ
こ
に
一
つ
の
論
定
を
見
る
。
「
満
洲
」
、
「
朝
鮮
」
、
「
南
地
」
、
「
米
を

拉
ぎ
欧
を
折
く
」
と
言
う
「
計
」
と
、
「
い
わ
ゆ
る
侵
略
主
義
を
以
て
、
国
権
を

外
に
耀
か
」
す
と
い
う
「
策
」
と
を
も
つ
論
要
で
あ
る
。
蘇
峰
は
松
陰
に
そ
の
計

と
策
と
を
見
る
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
、
蘇
峰
自
身
の
後
に
行
う
「
経
綸
」
で

あ
っ
た
。 

 

今
一
つ
は
、
『
第
二
天
然
と
人
』
（
明
４
０
・
４ 

民
友
社
）
に
収
録
さ
れ
て

い
る
「
松
陰
先
生
」
〈
明
３
７
・
１
０
・
１
７
〉
の
中
の
一
節
で
あ
る
。
蘇
峰
は

松
陰
の
言
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
す
。 

 

「
彼
の
志
や
、
固
よ
り
世
界
的
政
策
の
上
に
あ
り
き
。 

幽
囚
録
は
、
彼
か
二
十
五
歳
の
作
也
。
之
を
読
め
は
、
彼
の
胸
中
に
は
、
既
に
帝

国
主
義
の
萌
芽
あ
り
、
彼
の
眼
底
に
は
、
東
洋
政
畧
の
統
領
あ
り
し
を
知
る
可

し
。
彼
は
、
西
伯
利
、
沿
海
州
等
の
処
分
を
説
け
り
、
彼
は
朝
鮮
を
保
護
国
と
な

し
、
台
湾
を
取
り
、
満
洲
の
地
を
割
く
可
き
を
説
け
り
。
彼
の
予
言
は
、
今
や
半

ば
適
中
し
、
且
殆
ん
と
悉
く
適
中
し
つ
ゝ
あ
り
。
彼
は
固
よ
り
、
無
謀
饜
く
無
き

侵
畧
論
者
に
あ
ら
さ
り
き
。
彼
は
進
む
を
知
る
と
同
時
に
、
止
ま
る
こ
と
を
知
り

ぬ
。
攻
む
る
と
共
に
、
守
る
こ
と
を
知
り
ぬ
。
誰
れ
か
謂
ふ
今
人
の
識
見
は
、
古

人
に
優
れ
り
と
。
」 

 
右
の
二
つ
の
論
は
、
い
ず
れ
も
蘇
峰
に
よ
る
吉
田
松
陰
論
及
の
一
節
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
蘇
峰
自
身
の
世
界
的
政
策
の
「
経
綸
」
で
も
あ
る
気
配
が

あ
る
。
遼
東
半
島
割
譲
に
か
か
わ
り
、
旅
順
に
赴
き
、
「
将
来
大
陸
発
展
の
経
綸

を
立
て
ん
」
と
「
企
て
」
た
と
き
、
蘇
峰
の
意
中
に
こ
の
こ
と
は
往
来
し
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ま
た
蘇
峰
生
涯
の
生
を
領
導
し
、
生
の
実
存
と
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な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
日
本―

朝
鮮―

支
那―

南
地―

英
米
」
へ
の

経
綸
を
内
に
置
く
と
き
、
「
平
民
主
義―

自
由
主
義―

国
家
主
義―

皇
室
中
心
主

義
」
と
改
め
ゆ
く
思
想
・
思
考
体
の
「
変
化
」
は
蘇
峰
に
と
っ
て
、
ま
さ
し
く

「
進
化
」
の
道
程
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
蘇
峰
の
生
は
、
こ
れ
ら
小
楠
、
海

舟
、
松
陰
な
ど
の
論
要
が
内
界
通
底
の
基
調
低
音
の
一
つ
と
し
て
存
在
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
量
す
る（

２
）

。 

  
 
 

二
、
蘇
峰
変
容
の
余
映
ー
北
村
透
谷
と
の
別
れ
ー 

  

蘇
峰
変
容
の
論
脈
の
中
、
そ
の
変
容
余
映
と
し
て
北
村
透
谷
と
の
別
れ
が
あ
っ

た
気
配
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
別
れ
は
、
透
谷
死
後
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
蘇

峰
が
ど
れ
だ
け
透
谷
を
意
識
し
て
い
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
私
は
、
そ
の

別
れ
の
道
程
の
中
に
明
治
後
期
、
日
本
「
近
代
化
（
西
洋
化
）
」
の
変
質
、
大
正

昭
和
に
か
け
て
の
「
近
代
」
変
容
の
前
景
が
あ
る
こ
と
を
思
う
。
以
下
、
そ
れ
を

辿
る
。 

 

（
１
）
、
蘇
峰
今
一
つ
の
変
容 

 

蘇
峰
の
変
容
に
つ
い
て
、
今
少
し
記
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
記
し
た
よ
う

に
こ
れ
は
蘇
峰
に
と
っ
て
の
変
容
だ
け
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
大
き
く
日
本

近
代
化
の
道
筋
か
ら
考
え
る
に
、
個
か
ら
国
体
中
心
へ
の
大
き
な
反
転
と
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
蘇
峰
変
容
の
一
端
を
一
つ
の
証
例
に

探
る
。 

 

先
の
『
時
務
一
家
言
』
の
変
容
か
ら
、
『
国
民
小
訓
』
出
梓
へ
の
道
行
き
の
中

間
、
蘇
峰
は
、
『
第
八
日
曜
講
壇
』
（
明
４
０
・
９ 

民
友
社
）
に
次
の
五
つ
の

連
続
小
論
を
収
載
し
て
い
る
。
「
地
方
の
青
年
に
答
ふ
る
書
」
（
明
３
９
・
２
・

１
８
）
、
「
再
度
地
方
の
青
年
に
答
ふ
る
書
」
（
明
３
９
・
２
・
２
５
）
、
「
三

度
地
方
の
青
年
に
答
ふ
る
書
」
（
明
３
９
・
３
・
４
）
、
「
四
度
地
方
の
青
年
に

答
ふ
る
書
」
（
明
３
９
・
３
・
１
１
）
、
「
五
度
地
方
の
青
年
に
答
ふ
る
書
」

（
明
３
９
・
３
・
１
８
）
。
（
以
下
、
省
略
し
て
、
「
初
」
、
「
再
度
」
、
「
三

度
」
、
「
四
度
」
、
「
五
度
」
の
形
で
記
す
。
） 

 

こ
れ
ら
五
つ
の
論
は
、
「
人
生
問
題
」
や
「
心
霊
問
題
」
な
ど
に
つ
い
て
「
煩

悶
」
す
る
地
方
の
青
年
か
ら
の
相
談
に
答
え
る
と
い
う
形
で
記
し
た
、
国
家
や
国

体
に
か
か
わ
る
蘇
峰
の
自
説
の
提
示
、
生
の
具
体
化
へ
の
提
要
で
あ
る
。 

 

論
点
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
そ
う
い
っ
た
「
煩
悶
」
へ
の
強
い
疑
義
、

今
一
つ
は
「
恋
愛
」
否
定
の
論
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
、
「
元
来
小
生
は
、
所

謂
る
人
生
問
題
の
研
究
と
申
す
こ
と
が
、
気
に
喰
は
ぬ
事
に
候
。
」
、
そ
の
日
そ

の
日
に
為
す
可
き
事
は
沢
山
あ
る
の
で
、
「
餘
計
な
る
人
生
問
題
抔
に
、
執
着

し
、
自
か
ら
求
め
て
煩
悶
す
る
が
如
き
は
、
甚
だ
以
て
不
心
得
千
万
の
儀
に

候
。
」
、
「
神
を
見
た
と
か
、
神
と
交
通
し
た
と
か
」
を
論
ず
る
を
「
狂
幻
界
を

現
ず
る
も
の
」
と
拒
否
、
次
の
よ
う
に
記
す
。 

 

「
人
生
問
題
の
研
究
者
＝
精
神
的
煩
悶
広
告
者
＝
神
人
交
通
者
＝
慢
心
的
精
神

病
者
＝
二
十
世
紀
の
泣
虫
も
、
或
は
多
少
社
会
を
賑
か
な
ら
し
む
る
の
道
具
か
と

存
候
得
共
。
貴
君
の
如
き
、
前
途
有
望
な
る
世
年
が
、
其
の
仲
間
入
を
せ
ら
る
ゝ

の
一
条
は
、
甚
だ
以
て
痛
恨
に
禁
へ
ず
候
。
」
（
「
初
」
） 

精
神
内
界
や
他
界
、
幻
界
の
否
定
で
あ
る
。 

当
代
、
藤
村
操
の
哲
学
死
（
明
３
６
・
５
・
２
２
、
日
光
華
厳
の
滝
、
投
身
自

殺
）
、
綱
島
梁
川
が
、
「
神
の
子
」
と
し
て
、
神
と
の
融
合
を
論
じ
た
「
予
が
見

神
の
実
験
」
（
明
３
８
・
５
）
、
「
予
は
見
神
の
実
験
に
よ
り
て
何
を
学
び
た
る

乎
」
（
明
３
８
・
１
１
）
が
、
こ
の
前
に
あ
る
。 
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第
二
に
難
ず
る
の
は
「
恋
愛
」
に
つ
い
て
で
、
「
妄
想
者
の
幻
影
」
と
し
て
、

恋
愛
を
小
説
な
ど
で
、
「
神
聖
抔
」
と
言
う
の
を
痛
烈
に
批
判
す
る
。 

 

「
若
し
小
生
の
愚
存
を
、
卒
爾
に
開
陳
せ
ば
、
恋
愛
抔
と
申
す
こ
と
は
、
青
年

諸
君
の
口
に
す
可
ら
ざ
る
は
勿
論
、
叶
ふ
こ
と
な
ら
ば
、
決
し
て
此
に
心
を
煩
は

し
、
思
を
悩
ま
す
可
き
も
の
に
無
之
と
存
候
。
得
恋
の
必
ら
ず
し
も
、
得
々
た
る

価
値
な
き
は
、
失
恋
の
必
ら
ず
し
も
、
失
々
た
る
価
値
な
き
が
如
し
。
由
来
恋
愛

其
物
が
、
吾
人
を
動
か
す
可
き
代
物
に
御
座
な
く
候
。
」
（
「
再
度
」
） 

 

代
っ
て
蘇
峰
は
、
「
青
年
青
女
の
恋
愛
抔
は
、
何
う
で
も
よ
し
、
斯
る
た
わ
ひ

も
な
き
事
に
、
煩
悶
す
る
と
は
、
以
て
の
外
也
。
若
し
恋
愛
す
る
程
な
ら
ば
、
一

層
大
き
く
出
て
、
国
家
と
御
結
婚
可
然
旨
、
申
進
候
処
。
」
と
提
唱
す
る
。
「
愛

情
な
き
国
家
と
、
い
か
で
結
婚
出
来
可
申
哉
」
と
の
疑
い
に
は
、
「
結
婚
あ
り

て
、
而
し
て
後
愛
情
あ
る
も
の
に
候
。
結
婚
す
れ
ば
、
自
然
に
愛
情
は
、
発
揮
す

る
も
の
に
候
。
此
の
愛
情
が
、
一
番
頼
母
敷
候
。
即
ち
恒
久
的
、
耐
久
的
の
も
の

に
候
。
」
（
「
三
度
」
）
と
記
す
。
こ
れ
は
蘇
峰
自
身
の
体
験
か
ら
来
て
い
る
。

蘇
峰
は
父
の
決
定
に
従
い
結
婚
、
し
か
し
、
終
生
そ
の
後
の
結
婚
生
活
を
嘉
し
て

い
る
。
次
の
よ
う
に
続
け
る
。 

 

「
国
家
と
結
婚
す
る
と
は
、
只
だ
斯
身
と
国
家
と
が
合
体
す
る
こ
と
に
候
。
自

個
の
身
中
に
、
国
家
を
呑
込
む
こ
と
が
出
来
ね
ば
、
国
家
の
腹
中
に
、
斯
身
を
呑

込
ま
れ
て
も
、
差
支
無
之
候
。
要
す
る
に
身
を
以
て
国
に
繋
ぎ
、
国
を
以
て
身
に

繋
ぎ
候
迄
の
事
に
外
な
ら
ず
候
。
」
と
て
、
「
憾
む
所
は
、
此
の
有
為
の
国
に
住

し
、
此
の
有
為
の
時
代
に
生
れ
、
而
し
て
徒
ら
に
煩
悶
と
か
申
す
病
気
に
取
り
付

か
れ
、
空
し
く
其
の
歳
月
を
送
る
こ
と
に
候
。
」(

「
三
度
」)

と
繰
り
返
し
、

「
恋
愛
」
な
ど
に
「
煩
悶
」
す
る
生
を
貶
ず
る
。 

 

蘇
峰
は
、
更
に
、
高
山
樗
牛
の
「
人
性
本
然
の
要
求
」
と
し
て
の
「
美
的
生

活
」
（
「
美
的
生
活
を
論
ず
」
明
３
４
・
８
）
論
な
ど
、
加
え
て
、
中
国
の
竹
林

の
七
賢
人
な
ど
を
難
ず
る
。
樗
牛
や
七
賢
人
に
つ
い
て
、
「
小
生
の
所
見
を
、
忌

憚
な
く
申
せ
ば
、
美
的
生
活
と
は
、
豚
的
生
活
に
候
。
豚
が
汚
泥
の
中
に
、
溷
集

す
る
生
活
の
情
態
に
候
。
即
ち
美
的
生
活
と
は
、
醜
的
生
活
の
事
に
候
。
」
、

「
而
し
て
小
生
の
眼
中
に
は
、
竹
林
の
七
賢
抔
は
、
竹
林
の
雀
に
も
、
劣
り
果
た

る
動
物
と
映
じ
候
。
愛
国
が
野
暮
臭
し
と
な
ら
ば
、
野
暮
臭
か
ら
ぬ
国
に
帰
化
あ

り
て
可
然
候
。
」
（
「
四
度
」
）
と
論
じ
、
対
し
て
国
家
、
国
体
へ
の
参
加
を
促

す
。 

 

か
く
て
、
「
何
事
も
力
に
候
。
力
な
く
し
て
は
、
正
義
も
、
博
愛
も
、
仁
義

も
、
道
徳
も
、
唯
だ
物
笑
の
種
子
に
候
。
」
と
て
次
の
よ
う
に
提
要
し
論
を
閉
じ

る
。 

 

「
故
に
第
一
に
は
、
日
本
帝
国
を
、
強
固
た
ら
し
む
る
事
に
候
。
第
二
に
は
、

日
本
帝
国
を
、
善
国
た
ら
し
む
る
事
に
候
。
日
本
帝
国
を
し
て
、
強
且
つ
善
な
る

国
家
た
ら
し
む
る
に
は
、
一
に
明
治
青
年
諸
君
の
、
強
且
つ
善
な
る
力
に
よ
る
と

確
信
罷
在
候
。
」
（
「
五
度
」
） 

 

「
人
生
煩
悶
」
の
否
定
、
「
幻
界
」
「
美
的
生
活
」
の
拒
否
、
当
代
の
藤
村
操

や
高
山
樗
牛
の
世
界
、
加
え
て
「
恋
愛
」
至
上
の
世
界
な
ど
は
蘇
峰
に
と
っ
て
忌

む
べ
き
、
不
可
解
な
世
界
で
あ
っ
た
。
文
学
や
芸
術
の
世
界
回
避
、
蘇
峰
の
内
的

変
化
、
変
容
は
か
く
て
あ
る
。 

 
こ
れ
ら
の
論
は
蘇
峰
の
国
家
論
策
定
の
一
端
で
あ
り
、
直
接
に
は
、
藤
村
操
の

哲
学
死
、
綱
島
梁
川
の
見
神
、
高
山
樗
牛
の
美
学
、
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
と
文
学
的

地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
自
然
主
義
文
学
な
ど
へ
の
反
意
で
あ
ろ
う
が
、
私
は

そ
の
論
容
の
一
端
に
、
北
村
透
谷
の
文
学
や
思
想
営
為
へ
の
反
意
、
透
谷
と
の
別

れ
の
よ
う
な
意
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る（

３
）

。
そ
し
て
そ
れ
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は
、
日
本
近
代
の
文
学
や
思
想
位
相
展
開
の
変
容
の
一
端
に
か
か
わ
る
重
要
な
屈

折
と
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
少
し
考
を
進
め
た
い
。 

 
 

(
２)
、
透
谷
「
漫
罵
」
と
の
断
層―

変
容
と
夭
逝―

 

 

徳
富
蘇
峰
「
地
方
の
青
年
に
答
ふ
る
書
」
五
編
、
反
意
と
し
て
、
藤
村
操
、
綱

島
梁
川
、
高
山
樗
牛
、
自
然
主
義
文
学
の
台
頭
な
ど
が
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
後

景
の
一
端
に
北
村
透
谷
の
思
想
や
文
学
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
記
し
た
。
蘇

峰
の
難
じ
た
「
煩
悶
」
や
「
恋
愛
」
へ
の
疑
義
は
、
北
村
透
谷
の
生
涯
さ
ら
に
は

論
考
群
と
呼
応
す
る
も
の
が
あ
る
。
透
谷
は
そ
の
煩
悶
の
中
、
自
死
を
遂
げ
る
。

「
恋
愛
は
人
生
の
秘
鑰
な
り
」
と
論
じ
た
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
（
明
２
５
・

２
）
、
生
の
苦
獄
を
提
じ
た
「
我
牢
獄
」
（
明
２
５
・
６
）
、
他
界
を
提
し
た

「
他
界
に
対
す
る
観
念
」
（
明
２
５
・
１
０
）
、
わ
け
て
、
文
学
の
自
律
を
論
じ

て
山
路
愛
山
と
対
し
た
「
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
」
（
明
２
６
・
２
）
な

ど
な
ど
、
こ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
蘇
峰
が
難
じ
否
定
し
た
論
群
で
あ
る
。
前
記
の
よ

う
に
、
私
は
か
つ
て
徳
富
蘇
峰
と
北
村
透
谷
と
を
比
し
て
、
そ
の
文
学
的
論
要
に

き
わ
め
て
類
同
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
呈
し
た
。
右
記
の
蘇
峰
が
難
じ
た
文
学

や
思
想
は
、
若
き
日
、
そ
の
出
発
期
に
蘇
峰
は
透
谷
と
お
な
じ
形
で
表
出
し
て
い

た
。
少
し
諄
い
が
そ
の
蘇
峰
論
理
の
一
端
を
記
す
。 

 

詩
人
は
「
宇
宙
の
美
妙
」
を
探
る
に
あ
り
と
論
じ
た
「
新
日
本
の
詩
人
」
（
明

２
１
・
８
）
、
「
愛
」
の
重
用
を
論
じ
た
「
愛
の
特
質
を
説
て
我
邦
の
小
説
家
に

望
む
」
（
明
２
２
・
９
）
、
自
然
と
の
近
接
を
提
じ
た
「
天
然
と
同
化
せ
よ
」

（
明
２
３
・
４
）
、
「
偉
大
な
る
思
想
は
赤
心
よ
り
来
る
」
と
論
じ
た
「
偉
大
な

る
思
想
」
（
明
２
５
・
１
）
な
ど
な
ど
の
文
学
や
思
想
論
群
は
『
文
学
断
片
』

（
明
２
７
・
３ 

民
友
社
）
に
収
載
、
あ
る
い
は
、
透
谷
が
「
内
部
生
命
」
（
明

２
６
・
５
）
で
外
界
と
の
呼
応
を
論
じ
た
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ヨ
ン
」
論
の
先
行

た
る
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ヨ
ン
」
（
明
２
１
・
５
）
、
地
方
青
年
す
な
わ
ち
「
田

舎
紳
士
」
の
有
意
を
提
じ
た
「
田
舎
漢
」
（
明
２
２
・
６
）
、
「
赤
心
を
以
て
宇

宙
の
真
相
を
観
」
よ
と
言
う
「
観
察
」
（
明
２
６
・
４
）
な
ど
な
ど
を
収
載
し
た

『
静
思
余
録
』
（
明
２
６
・
５ 

民
友
社
）
等
の
世
界
は
、
た
だ
に
透
谷
の
文
学

思
想
提
要
に
重
な
る
。 

 

蘇
峰
の
文
学
重
視
の
証
例
を
右
論
群
か
ら
一
つ
引
く
。
詩
人
を
説
い
て
、
次
の

よ
う
に
記
す
。 

 

「
彼
は
宇
宙
の
美
妙
を
吸
収
し
て
、
之
れ
を
同
胞
の
人
類
に
分
配
す
る
も
の
な

り
。
宇
宙
の
秘
密
を
穿
鑿
し
て
、
之
れ
を
同
胞
の
人
類
に
説
明
す
る
も
の
な
り
。

自
か
ら
美
妙
の
観
念
を
以
て
、
天
地
万
有
よ
り
動
か
さ
れ
て
、
更
に
美
妙
の
観
念

を
以
て
、
人
間
社
会
を
動
か
す
者
な
り
。
而
し
て
其
動
か
す
や
、
皮
相
に
非
ず
し

て
、
人
間
胸
臆
最
後
の
琴
線
に
触
る
ゝ
も
の
な
り
。
」
（
「
新
日
本
の
詩
人
」
） 

  

こ
こ
に
二
つ
の
断
層
が
生
じ
て
い
る
。
一
つ
は
蘇
峰
の
変
化
・
変
容
と
透
谷
と

の
別
れ
、
今
一
つ
は
透
谷
の
自
死
・
夭
逝
で
あ
る
。 

 

蘇
峰
の
変
容
に
つ
い
て
。
私
は
先
に
、
海
舟
、
松
陰
の
国
家
将
来
の
「
経
綸
」

と
そ
の
構
想
の
下
絵
の
上
に
蘇
峰
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
記
し
た
。
ま
た
そ

の
「
経
綸
」
構
想
の
上
で
は
、
蘇
峰
自
ら
の
変
化
な
ど
は
、
蘇
峰
に
と
っ
て
問
題

で
は
な
か
っ
た
。
「
変
化
」
で
は
な
く
「
進
化
」
で
あ
る
と
さ
え
論
じ
た
こ
と
を

記
し
た
。
こ
れ
も
少
し
諄
い
が
、
今
一
例
、
先
の
「
五
度
地
方
の
青
年
に
答
ふ
る

書
」
に
記
さ
れ
た
蘇
峰
の
、
文
学
や
芸
術
否
定
の
論
理
と
の
隔
離
・
断
層
を
引

く
。
蘇
峰
は
そ
こ
で
、
「
四
十
年
間
の
進
歩
と
発
達
」
、
「
稀
有
の
時
節
に
生
れ

た
る
を
幸
と
す
」
と
い
う
、
論
の
上
部
に
記
し
た
小
見
出
し
の
も
と
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。
こ
れ
も
少
し
長
い
が
引
く
。 
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「
我
が
日
本
帝
国
が
、
世
界
を
相
手
に
仕
事
を
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
期
は
、
今

日
を
外
に
し
て
、
何
の
時
代
の
歴
史
に
、
果
し
て
見
出
し
候
哉
。
帝
国
の
最
も
手

の
伸
び
た
る
日
さ
へ
も
、
僅
か
に
鴨
緑
江
辺
に
、
大
和
民
族
が
進
軍
し
た
る
に
止

ま
り
候
。
其
の
他
は
内
輪
の
仕
事
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
内
輪
の
喧
嘩
に
止
ま
り
申

候
。
所
謂
る
野
馬
台
の
詩
の
『
猿
犬
称
英
雄
』
と
申
す
に
止
ま
り
候
。
然
る
に
維

新
開
国
以
来
、
神
武
創
業
の
皇
謨
を
恢
宏
に
し
、
単
に
鎖
国
の
陋
習
を
打
破
し
た

る
の
み
な
ら
ず
、
知
識
を
世
界
に
求
め
、
世
界
に
向
て
、
大
義
を
布
く
の
大
経
綸

を
行
ひ
、
爾
来
殆
ん
ど
四
十
年
、
著
々
進
行
し
来
り
候
。
即
ち
王
政
維
新
も
、
廃

藩
置
県
も
、
憲
法
制
定
も
、
議
会
開
設
も
、
将
に
二
十
七
八
年
役
も
、
三
十
七
八

年
役
も
、
抑
も
又
た
国
民
教
育
制
も
、
国
民
皆
兵
制
も
、
皆
な
此
の
大
経
綸
を
行

ふ
条
目
に
外
な
ら
ず
候
。
斯
る
稀
有
の
時
節
に
生
れ
た
る
は
、
如
何
な
る
仕
合
せ

ぞ
や
。
苟
も
心
あ
ら
ん
者
は
、
斯
身
を
千
億
に
し
て
も
、
働
き
て
見
度
き
も
の
と

存
じ
候
。
然
る
に
花
鳥
風
月
に
流
連
し
、
恋
と
か
、
無
常
と
か
に
浮
身
を
窶
す
抔

と
は
、
以
て
の
外
の
心
得
違
ひ
に
候
は
ず
や
。
」 

 

 

維
新
後
「
四
十
年
」
の
日
本
の
伸
び
は
「
僅
か
に
鴨
緑
江
辺
」
と
い
う
言
、

「
知
識
を
世
界
に
求
め
」
た
西
洋
化
の
時
期
、
「
世
界
に
向
て
、
大
義
を
布
く
の

大
経
綸
」
、
こ
れ
は
ま
さ
に
『
時
務
一
家
言
』
に
記
し
た
「
将
来
大
陸
発
展
の
経

綸
」
の
構
想
、
「
大
事
去
矣
」
と
嘆
じ
た
途
と
同
じ
う
し
て
い
る
。
そ
の
大
業
の

時
、
「
花
鳥
風
月
に
流
連
」
す
る
こ
と
や
、
「
恋
」
や
「
無
常
」
に
「
憂
身
を
窶

す
」
こ
と
は
、
「
以
て
の
外
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
記
す
。
蘇
峰
の
変
容
は
か
く

て
あ
る
。
こ
れ
は
蘇
峰
の
変
容
の
み
な
ら
ず
、
維
新
後
の
日
本
近
代
化
（
西
洋

化
）
の
道
か
ら
国
家
、
国
体
主
義
へ
の
道
の
変
容
の
姿
形
で
あ
る
。
日
本
近
代
化

の
道
程
に
お
け
る
一
つ
の
断
層
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

今
一
つ
は
、
透
谷
に
つ
い
て
。
先
に
、
こ
の
蘇
峰
の
五
編
の
論
の
対
象
は
透
谷

に
及
ぶ
と
記
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
が
出
た
と
き
、
透
谷
は
す
で
に
自
死

し
て
い
る
。
透
谷
が
反
論
す
る
位
置
も
位
相
も
な
か
っ
た
。
透
谷
は
そ
の
前
に
、

時
代
を
罵
し
て
い
る
。
少
し
足
早
に
辿
る
な
ら
次
の
よ
う
で
あ
る
。
私
は
右
の
よ

う
に
蘇
峰
の
変
容
を
記
し
た
が
、
そ
の
前
に
、
透
谷
も
変
容
を
繰
り
返
し
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
変
容
は
短
い
期
間
に
お
い
て
で
あ
る
。
象
徴
的
な
透
谷
変
容

言
及
を
三
例
挙
げ
る
。 

 

「
明
治
文
学
は
斯
の
如
き
大
革
命
に
伴
ひ
て
起
れ
り
、
其
変
化
は
著
る
し
、
其

希
望
や
大
な
り
、
精
神
の
自
由
を
欲
求
す
る
は
人
性
の
大
法
に
し
て
。
最
後
に
到

着
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
各
個
人
の
自
由
に
あ
る
の
み
、
政
治
上
の
組
織
に
於
て

は
、
今
日
未
だ
此
目
的
の
半
を
得
た
る
の
み
、
然
れ
ど
も
思
想
界
に
は
制
抑
な

し
、
之
よ
り
日
本
人
民
の
往
か
ん
と
欲
す
る
希
望
い
ず
れ
に
か
あ
る
、
愚
な
る
か

な
、
今
日
に
於
て
旧
組
織
の
遺
物
な
る
忠
君
愛
国
な
ど
の
岐
路
に
迷
ふ
学
者
、
請

ふ
刮
目
し
て
百
年
の
後
を
見
ん
。
」
（
「
日
本
文
学
史
骨
」
明
２
６
・
４
～
５
） 

 

「
精
神
の
自
由
」
を
論
じ
、
近
代
日
本
の
行
方
を
讃
じ
、
「
忠
君
愛
国
」
を

「
旧
組
織
の
遺
物
」
と
論
じ
る
。
蘇
峰
と
の
明
晰
な
別
れ
が
こ
こ
に
あ
る
。 

 

し
か
し
、
そ
の
夢
は
瞬
時
に
し
て
消
え
る
。 

 

「
今
の
時
代
は
物
質
的
の
革
命
に
よ
り
て
そ
の
精
神
を
奪
は
れ
つ
ゝ
あ
る
な

り
。
そ
の
革
命
は
内
部
に
於
て
相
容
れ
ざ
る
分
子
の
撞
突
よ
り
来
た
り
し
に
あ
ら

ず
。
外
部
の
刺
激
に
よ
り
動
さ
れ
て
来
た
り
し
も
の
な
り
。
革
命
に
あ
ら
ず
移
動

な
り
、
人
心
自
ら
持
重
す
る
と
こ
ろ
あ
る
能
は
ず
、
知
ら
ず
識
ら
ず
こ
の
移
動
の

激
流
に
投
じ
て
、
自
ら
殺
ろ
さ
ゞ
る
も
の
稀
な
り
。
そ
の
本
来
の
道
義
は
薄
弱
に

し
て
以
て
彼
等
を
縛
す
る
に
足
ら
ず
、
そ
の
新
来
の
道
義
は
根
蔕
を
生
ず
る
に
至

ら
ず
以
て
彼
等
を
制
す
る
に
堪
え
ず
。
そ
の
事
業
そ
の
社
交
、
そ
の
会
話
そ
の
言

語
悉
く
移
動
の
時
代
を
証
せ
ざ
る
も
の
な
し
。
」
（
「
漫
罵
」
明
２
６
・
１
０
） 
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今
の
時
代
は
「
移
動
」
な
り
、
「
内
部
」
の
「
撞
突
」
よ
り
き
た
も
の
で
な

い
。
事
業
、
社
交
、
会
話
、
言
語
「
悉
く
移
動
」
の
時
代
を
証
せ
る
も
の
、
透
谷

畢
生
の
嘲
罵
で
あ
る
。
し
か
し
て
そ
の
根
蔕
を
証
せ
る
道
義
は
あ
る
か
。
透
谷
の

思
念
は
そ
こ
で
途
絶
す
る
。
「
本
来
の
道
義
」
、
そ
れ
は
何
か
。
そ
れ
は
あ
る
の

か
。
悲
し
き
嘲
罵
と
し
て
透
谷
の
心
内
に
問
い
か
け
て
く
る
。 

 

道
を
求
め
て
透
谷
は
一
夕
、
「
大
空
」
を
彷
徨
す
る
。 

「
漠
々
た
る
大
空
は
思
想
の
広
ろ
き
歴
史
の
紙
に
似
た
り
。
彼
処
に
ホ
ー
マ
ー
あ

り
、
シ
ヱ
ー
ク
ス
ピ
ー
ア
あ
り
、
彗
星
の
天
系
を
乱
し
て
行
く
は
バ
イ
ロ
ン
、
ボ

ル
テ
ー
ア
の
徒
、
流
星
の
飛
び
且
つ
消
ゆ
る
は
泛
々
た
る
文
壇
の
小
星
、
吁
、
悠

々
た
る
天
地
、
限
な
く
窮
り
な
き
天
地
、
大
な
る
歴
史
の
一
枚
、
是
に
対
し
て
暫

ら
く
茫
然
た
り
。
」
（
「
一
夕
観
」
明
２
６
・
１
１
） 

 

透
谷
変
容
の
三
転
で
あ
る
。
し
か
し
、
透
谷
は
こ
の
「
大
空
」
に
身
を
寄
せ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
明
治
二
十
七
年
五
月
十
六
日
、
自
裁
し
て
果
て
る
。
蘇

峰
「
変
容
」
の
断
層
に
対
し
て
、
こ
こ
に
今
一
つ
の
大
な
る
断
層
が
あ
っ
た
。
蘇

峰
の
変
容
に
対
し
て
こ
れ
を
夭
逝
と
言
う
べ
き
か
。 

 

こ
こ
で
、
一
つ
の
恨
事
は
、
透
谷
に
日
清
戦
争
体
験
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
蘇

峰
変
容
は
、
日
清
戦
争
後
の
遼
東
還
付
に
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
は
、
透
谷
自
死
直

後
の
明
治
二
十
七
年
、
六
月
十
二
日
の
仁
川
上
陸
、
も
し
く
は
七
月
二
十
三
日
の

豊
島
沖
海
戦
に
始
ま
る
。 

 

先
の
「
地
方
の
青
年
に
答
ふ
る
書
」
は
明
治
三
十
九
年
二
月
～
三
月
、
透
谷
に

そ
の
反
意
を
表
す
る
時
間
は
す
で
に
失
っ
て
い
た
。 

 

 
 

お
わ
り
に―

―

二
つ
の
断
層―

―
 

 

 

前
記
の
よ
う
に
、
私
は
か
つ
て
徳
富
蘇
峰
と
北
村
透
谷
の
近
接
性
に
つ
い
て
小

考
し
た
。
本
稿
は
、
そ
れ
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、
蘇
峰
の
前
・
中
・
後
期
を
辿
っ

た
。
幕
末
、
維
新
期
の
思
想
開
示
の
も
と
、
個
の
確
立
を
図
っ
た
前
景
、
明
治
中

期
、
そ
の
伸
張
と
変
化
、
そ
し
て
国
家
の
進
展
を
企
図
し
た
明
治
後
期
か
ら
大
正

昭
和
に
か
け
て
の
後
景
。
そ
こ
で
の
前
景
と
後
景
と
は
蘇
峰
の
内
部
で
は
相
呼
応

す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
蘇
峰
に
と
っ
て
中
期
は
あ
く
ま
で
進
化
の
一
過
程
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
前
景
、
幕
末
維
新
前
後
の
小
楠
、
海
舟
、
松
陰
直
流
の
国

家
意
識
、
後
景
は
そ
れ
ら
に
連
動
す
る
国
体
へ
の
意
識
、
そ
の
蘇
峰
の
内
景
に
異

な
る
位
相
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
前
景
の
動
向
に
透
谷
と
の

類
同
の
姿
形
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
二
人
は
蘇
峰
、
透
谷
そ
れ
ぞ
れ
の
断
層
に
よ
っ

て
大
き
く
分
化
、
道
を
分
っ
て
い
く
。
少
し
事
を
大
き
く
言
え
ば
、
そ
の
分
れ
の

形
相
が
日
本
近
代
か
ら
現
代
へ
の
大
な
る
分
岐
と
な
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
こ
れ
ら
二
人
の
道
程
に
つ
い
て
改
め
て
最
後
に
集
約
し
て
お
く
。 

 

ま
ず
は
、
蘇
峰
の
道
程
に
つ
い
て
。
こ
れ
ま
で
辿
っ
た
よ
う
に
蘇
峰
は
日
清
戦

争
後
、
大
き
く
「
変
容
」
し
た
。
そ
の
変
容
の
後
背
に
、
横
井
小
楠
や
勝
海
舟
、

吉
田
松
陰
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
断
想
し
た
。
蘇
峰
が
繰
り
返
し
提

示
し
た
よ
う
に
日
清
、
日
露
戦
争
後
、
国
家
は
「
力
也
」
と
変
容
、
平
民
主
義
、

自
由
主
義
、
平
和
思
想
か
ら
国
家
主
義
、
帝
国
主
義
、
皇
室
中
心
主
義
と
大
き
く

そ
の
思
想
中
核
を
改
め
て
い
っ
た
。
そ
の
断
層
の
過
程
、
初
期
蘇
峰
は
日
本
近
代

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
動
い
た
、
個
の
解
放
、
平
民
、
民
権
、
自
由
、

進
化
論
そ
し
て
平
和
主
義
の
論
要
、
そ
れ
ら
を
中
・
後
期
根
底
か
ら
改
め
て
い
っ

た
。
文
学
や
芸
術
、
幻
界
等
へ
の
思
考
と
も
別
れ
た
。 

 

少
し
く
強
論
す
る
な
ら
、
日
本
近
代
・
近
代
化
へ
の
道
程
は
、
蘇
峰
の
み
な
ら

ず
、
近
代
化
（
西
洋
化
）
の
道
か
ら
、
日
本
国
体
化
へ
変
化
し
て
い
っ
た
。
『
将
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来
之
日
本
』
か
ら
『
国
民
小
訓
』
へ
の
道
行
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
近
代
か

ら
現
代
へ
の
一
つ
の
道
程
と
も
な
り
、
日
本
近
代
化
は
何
か
を
失
い
、
新
し
き
何

か
を
探
っ
て
い
っ
た
。
日
中
戦
争
か
ら
大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）
は
、
そ
の

一
つ
の
行
程
と
な
る
。 

 

一
方
、
透
谷
の
道
程
に
つ
い
て
。
透
谷
は
秀
抜
な
る
論
容
を
も
っ
て
日
本
近
代

化
の
指
針
者
の
一
人
と
し
て
、
文
学
、
思
想
に
動
い
た
。
「
内
部
生
命
」
を
重

用
、
個
の
自
立
、
解
放
、
内
界
他
界
の
開
示
を
追
っ
て
日
本
近
代
化
の
先
導
の
一

端
を
に
な
っ
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
成
果
を
性
急
に
求
め
て
、
時
代
の
嘲
罵
た
る
「
漫
罵
」
を
提
し

て
自
死
の
道
を
辿
る
。
私
は
自
死
と
言
う
よ
り
夭
逝
と
も
称
し
た
い
。
「
漫
罵
」

の
嘲
声
は
、
日
本
近
代
化
に
お
け
る
大
な
る
命
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
私
は
「
漫

罵
」
と
同
質
の
提
示
に
夏
目
漱
石
の
「
現
代
日
本
の
開
化
」
（
明
４
４
・
８
）
が

あ
る
こ
と
を
中
心
に
二
人
を
比
照
し
た
こ
と
が
あ
る（

４
）

。
透
谷
と
漱
石
、
同
年
の

生
ま
れ
、
し
か
し
、
透
谷
は
十
年
早
く
世
に
出
、
十
年
遅
れ
て
漱
石
は
そ
れ
を
追

っ
た
。
透
谷
の
「
移
動
」
に
対
し
て
漱
石
は
前
論
の
中
、
「
名
案
も
何
な
い
。
た

ゞ
出
来
る
だ
け
神
経
衰
弱
に
罹
ら
な
い
程
度
に
於
て
内
発
的
に
変
化
し
て
行
く
が

よ
か
ろ
う
、
」
と
嘆
じ
た
。 

 

私
は
「
漫
罵
」
の
論
要
の
時
代
的
評
定
と
そ
の
後
継
に
つ
い
て
「
北
村
透
谷

『
漫
罵
』
の
射
程
」
と
し
て
、
そ
の
後
代
へ
の
展
開
を
探
っ
た（

５
）

。
透
谷
夭
逝
に

か
か
わ
る
透
谷
断
層
の
継
承
に
つ
い
て
で
あ
る
。
透
谷
、
漱
石
の
「
近
代
化
」
疑

義
は
「
現
代
」
に
及
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
。
私
は
そ
こ
で
は
、
蘇
峰
後
期
の
存
立
を

「
超
近
代
」
と
措
定
し
た
。 

 

以
上
、
蘇
峰
、
透
谷
に
お
け
る
二
つ
の
変
容
と
断
層
、
日
本
近
代
か
ら
現
代
へ

の
一
階
梯
に
つ
い
て
の
断
想
で
あ
る
。 

 

注 

 
(

１) 

「
北
村
透
谷
と
徳
富
蘇
峰
」
（
昭
４
１
・
３
『
国
文
学
攷
』
第
三
十
九

号
） 

 

 
 

 

「
北
村
透
谷
と
徳
富
蘇
峰―

そ
の
文
明
批
評
の
連
関
性
に
つ
い
て
ー
」

（
昭
４
２
・
５
『
日
本
近
代
文
学
』
第
六
集
） 

 
 
 

（
両
論
に
つ
い
て
は
、
の
ち
、
拙
稿
『
北
村
透
谷
と
徳
富
蘇
峰
』
〈
昭
５

９
・
９ 

有
精
堂
出
版
株
式
会
社
〉
に
収
載
。
） 

 
(

２) 

私
は
か
つ
て
、
横
井
小
楠
実
学
に
か
か
わ
り
な
が
ら
展
開
し
た
小
楠
、

蘇
峰
、
透
谷
三
者
の
意
想
展
開
と
乖
離
に
つ
い
て
小
考
し
た
。
今
考
は

そ
の
一
端
で
あ
る
。 

 
 

 

「
横
井
小
楠
実
学
の
一
系
譜―

い
わ
ゆ
る
透
谷
的
な
る
も
の
の
反
措
定

―

」
（
昭
４
５
・
８
『
日
本
文
学
』
第
十
九
巻
第
八
号
） 

 
 
 

「
透
谷
に
お
け
る
発
想
の
限
界―

儒
学
共
同
体
の
光
芒―

」
（
昭
４
９
・

２
『
近
代
文
学
試
論
』
第
十
二
号
） 

（
こ
れ
ら
も
、
前
掲
『
北
村
透
谷
と
徳
富
蘇
峰
』
に
収
載
。
） 

 
(

３) 

な
ぜ
透
谷
か
、
そ
の
一
因
に
蘇
峰
の
視
界
に
二
つ
の
『
透
谷
全
集
』
の

出
梓
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
恨
事
は
、
こ
の
『
透
谷
全

集
』
に
、
の
ち
に
触
れ
る
「
漫
罵
」
が
収
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。 

 

 
 
 

  
島
崎
藤
村
編
『
透
谷
集
』
（
明
２
７
・
１
０ 

文
学
界
雑
誌
社
） 

 
 

 
星
野
天
知
他
編
『
透
谷
全
集
』
（
明
３
５
・
１
０ 

文
武
堂
。
大
４
・

２
、
国
文
館
書
店
よ
り
二
分
冊
で
発
行
。
） 

 

(

４) 

「
北
村
透
谷
と
夏
目
漱
石―

そ
の
内
的
呼
応
に
つ
い
て
ー
」
（
平
３
１
・

− 10 −− 11 −
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（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）



 

５
『
北
村
透
谷
研
究
』
第
三
十
号
） 

 
(

５) 

「
北
村
透
谷
『
漫
罵
』
の
射
程―

表
層
と
し
て
の
近
代
・
反
近
代
・
超

近
代―

」
（
令
５
・
５
『
北
村
透
谷
研
究
』
第
三
十
四
号
） 

 

(

ま
き
ば
や
し 

こ
う
じ
、
広
島
大
学
名
誉
教
授) 

− 12 −− 13 −

徳富蘇峰と北村透谷

（
５
）

）

（


